
■参考文献の書き方について  

1. 文献はアイウエオ順，アルファベット順，日本語→外国語文献の順に記載すること 

2. 同名著者の場合は，発行年順に記載すること 

3. 参考文献の書式は指導教員の指示に従うこと．ただし，以下の内容はすべて記載すること 

①著者名 

②文献名 

③発行年 

④掲載誌名（書籍の場合は出版社or発行者，web掲載の場合はアドレス） 

⑤掲載巻・号およびページ（e-journalでも同様） 

4. webについては，最終閲覧日を記載すること 

 

※記載例はあくまでも参考です。書き方は指導教員の指示に従ってください。 

(記載例) 

・書籍             来生たかお編 2000. 『地質年代区分の理論と実際』高橋書房. 
・日本語の雑誌論文     田中一郎 1915. 「社会階層からみた疫学調査の結果」．『日本公衆衛生会雑誌』15:20-30. 
 （通巻の場合） 
・日本語単行本掲載論文  佐々木小次郎 2003. 「巌流島の決闘考－海流の分析－」．津田信角編『日本の名勝負』 

30-45.忠岡書店． 
・訳本          スミス, D. M. 著，竹内啓一監訳 1985. 『不平等の地理学－みどりこきはいずこ』古今 

書院． Smith, D. M. 1979. Where the grass is greener: Living in unequal world. London: 
Penguin Books.  

・web論文          原田伸郎 2015. 「消費者金融の過払い請求について」．http://www.honyarara.go.jp/（2017年 
6月10日閲覧） 

・外国語雑誌論文      Abraham, J. 2012. Academic Writings, True or False? Journal of Wadai Economics, 28: 30-35. 
・外国語単行本掲載論文   Starbucks, H. 2005. Similarities of Human and Monkey. Darwin, C. eds. Evolutionary History of 

Mankind, 25-60, Routledge. 
 

 

■図表の表記について 
 

・図は，図の下に通し番号とタイトルを書く 

・表は，表の上に通し番号とタイトルを書く 

・入賞論文集は白黒印刷で印刷されます。白黒で判別できるよう図やグラフは作成すること 

 印刷時に鮮明となるように，文字の大きさ・解像度に注意してください 
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